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ゾーニング事業の進め方

 この事業は２カ年事業（R5・R6）で行っており、「ゾーニングマップの作成」・「現地調査等による地域情報の補完」・「ヒアリン
グ調査等による地域関係者への意見聴取」を実施し、再生可能エネルギーのゾーニング計画を策定しました。

既存情報の
収集・整理

各種情報のマップ化、
重ね合せ等

①法令等指定地
②事業性
③社会的特性
④自然的特性

保全マップ
の作成

導入可能エリアマップの作成

１次スクリーニング
日射量・風況による事業性評価

２次スクリーニング
地形・開発可能面積・法規制等
による開発可能地域の抽出

３次スクリーニング
町独自で具体的な導入候補地の

例として抽出
（今後の導入促進を行う上で課題
を明確にするための地域）

地域配慮
方針の作成

ゾーニング
計画書

ゾーニングマップ

地域配慮方針

ゾーニングマップ
の活用法

関係者ヒアリング①

現地調査計画 現地調査・データ整理 現地調査
ため池における鳥類の利用調査・景観調査
・既存のインフラ調査（ため池・既存再エネ）
・電力需要の高い施設の立地状況

地域関係者へのヒアリング
動植物の分布状況

ため池における鳥類の利用調査
・導入候補地の土地利用調査

地域配慮項目の確認

関係者ヒアリング③関係者ヒアリング②
ゾーニングマップ
の作成条件確認

住民等へ
の協力依頼

住民参加型
の計画づくり
の場形成

地域関係者との意見交換（協議会等）・住民への広報

ゾーニングエリア
の設定

・保全エリア
・調整エリア
・導入可能エリア

保全エリア

調整エリア

動植物の生息・生
育環境への配慮

区長会等による周知
ゾーニングマップ
の作成条件確認

Ｒ５年度実施 Ｒ６年度予定

騒音・振動等の住
民への生活環境
への配慮

開発行為に伴う関
係者調整の留意

点
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ゾーニングの活用方法

ゾーニングマップ（拡大図） ゾーニング計画書（作成条件等）

ゾーニングマップ（全体図）

発電事業者

地域住民・関係者等

和泊町（行政）

・新たな再生可能エネルギー
事業計画の検討
（太陽光、風力）

・地域特性の把握
・地域のあるべき姿の設定、
町計画への参画

・環境と調和が図られた
再生可能エネルギー
事業の誘導
・促進区域の設定に
向けた検討
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 本事業で策定するゾーニングマップは、『発電事業者』、『地域住民・関係者等』、『和泊町（行政）』それぞれで再生可能エネ
ルギーの導入、地域の環境保全の取り組みへの活用を想定しています。
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再エネ事業におけるゾーニングの位置付け
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ゾーニング
策定

促進区域
設定

事業計画
認定

環境
アセス

再エネ事業プロセス全体の理解を促す
・事業化は多段階でチェックされる。促進区域設定≠ 事業化。
・全体が合意形成の過程と捉え、はじめから全会一致を求めない

事
業
化

前 段 （行政主体で実施） 後 段（事業者主体で実施）

・促進区域の余地を残す
・懸念事項の明確化
＝環境配慮事項
・農地や景観保全の扱い
・住宅との隔離

・配慮事項の精密な検討
・地域メリットの具体的検討

「認定しない」という判断も
あり得る

 本事業では、再生可能エネルギーの導入計画の初期ステップとして位置付けています。

 本計画において具体的な再エネ導入候補地は決定しておりません。 今後地域住民の皆様や関係者と協議を進めつつ、行
政としての再エネの導入を推進する候補地（促進区域）を決定し、事業者への引き継ぎを進める予定です。



２．ゾーニング事業の進め方

『促進区域』設定の検討
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出典：地域脱炭素のための促進区域設定等に
向けたハンドブック(第4版) (R6.4環境省)
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地域脱炭素化促進事業の構成（促進区域を設定する上で考慮すべき事項）
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出典：地域脱炭素のための促進区域設定等に向けたハンドブック(第4版) (R6.4環境省)
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対象とする再生可能エネルギー

地上設置型 水上設置型 農地設置型

フローラルホテル(小型) タラソおきのえらぶ(中型)

○太陽光発電施設：想定出力規模 500kW（想定面積5,000m2）

○陸上風力発電施設
：想定出力規模 1,000kW未満（小型～中型施設）

・地上設置型、水上設置型、農地設置型を対象
・重点加速化事業の交付要件となる出力規模（500kW）を想定
・脱炭素先行地域づくり事業における公共施設への屋根設置時の最大設備容量を想定

・小型、中型の出力規模（1,000kW未満）を想定
（導入可能面積は2MW規模まで抽出）
※大型施設については、基準風速が高い（風が強い）こと
や景観への影響などから、鹿児島県や風力発電機の
メーカー等との調整を進めつつ導入を検討する。

1kWあたり10㎡の面積
が必要

（500kWでは5,000 ㎡ ）

タラソおきのえらぶ
の風車と同等

大型
（1,000kW以上）

中型
（1,000kW未満）

小型（20kW未満）
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 本ゾーニング計画では、太陽光発電と風力発電を対象にゾーニングマップの作成を行いました。



２．ゾーニング事業の進め方

対象とする再生可能エネルギー

再エネ種別
計画出力規模

（ゾーニング事業に基づく）
考え方 ゾーニング事業における対応

風力発電 小型(20kW未満)
中型(20～1,000kW)

1,000kW未満
（500kW以上）

重点加速化事業における交付要件に該
当する施設規模を想定。
県の景観ガイドライン等の制約を受けな

い規模として、より早い段階での再エネ導
入を見込み出力規模を抑えて計画。
（オフサイト発電を前提とした計画）

法規制及び環境保全等の条件設定は、
小型・中型の風力発電設備を対象に計画。
ゾーニングエリア（導入可能エリア）の抽

出面積については、大型風力発電施設
（2MW規模）に相当する条件を踏まえて計
画。
※今後規制緩和や制度の見直し等による
再エネ導入拡大が見込まれた際の計画
見直しを視野に整理。

大型(1,000kW以上) 区域施策編における再エネ導入目標
（2MW）に基づき、2050年CN達成に向けた
最大出力規模として計画。

太陽光発電 屋根設置型

施設規模に応じて設定

R4年度補助事業『公共施設等への太陽
光発電設備等の導入調査支援』に基づき、
各公共施設への設置可能面積（最大出
力）を把握しているため、ゾーニングにおけ
る適地選定における判断材料として設定。
（自家消費を前提とした計画）

既存建物への太陽光設置となり、地域
住民・自然環境に与える影響が小さいと想
定されるため、ゾーニングマップは作成し
ない計画とする。

地上設置型

500kW以上

重点加速化事業における交付要件に該
当する施設規模を想定。
屋根設置型太陽光（公共施設）の選定

箇所との重複しないエリアを選定。
オフサイト発電を前提とした計画を想定

する。（自家消費が可能な地点については、
優先的に抽出される条件設定とする。）

法規制及び環境保全等の条件設定は、
県基準に合わせて太陽光全体（個別設定
を行わない）として計画。
営農型や水上設置型等の構造条件（耐

風速等）は考慮せず、設置可能面積や利
用状況、防水処理等の現況を踏まえて計
画。

農地設置型
（営農型）

水上設置型
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 対象とする再生可能エネルギーを選定した考え方は以下に示すとおりです。

 本町において、再生可能エネルギーの導入ポテンシャルが十分にある施設を対象に設定しました。


